日刊
2010/２/３　連携会議第44号

各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局長　常　陸　敏　男
就学援助制度の周知方法について
　市教委から「就学援助についてのお知らせ」が届きましたね。各校では、大概の事務職員が就学援助業務に携わっていることと思います。

就学援助制度については、日刊連携会議№３２で若干触れましたが、当面大切なことは、保護者への徹底した周知です。本校では、市教委のお知らせ文書はそのまま何もせずに各家庭に配布します。そして〆切の１週間くらい前に、「就学援助の申請はお済みですか」という文書を全家庭に配布します。そのあと、小学校や市教委と連絡を取り合いながら、昨年の申請者から申請があがっているか確認します。昨年の申請者から申請が無い場合は、担任を通じて電話で確認してもらいます。
みなさんの学校ではどのようにしていますか。下記アンケートにお答えください。なお、アンケート結果の学校名は非公開とします。
※今年度転入された方は、昨年の状況・今年の予定のどちらで記入してもかまいません。
１．市教委の「就学援助についてのお知らせ」は全家庭配布している。　
はい（　）いいえ（　）

２．「就学援助についてのお知らせ」に、学校独自の案内文を添付している。









はい（　）いいえ（　）






「はい」の方はよろしければ案内文を送ってください

３．提出期限が迫っていることの案内文を配布している。

はい（　）いいえ（　）






「はい」の方はよろしければ案内文を送ってください

４．前年度の認定者の申請があがってこない場合は、何らかの方法で本人に確認をしている。









はい（　）いいえ（　）






「はい」の方はその内容を書いてください。


５．その他に保護者周知策をとっている学校があれば具体的に記述してください。


































